
■202２年度事業報告書 期間：2022年1月1日～12月31日

《今年度事業実績》

・2022/03/16
ご縁のある童養護施設を巣立つ子どもたちの卒業記念品を贈呈しました♪

交流のある児童養護施設6園（京都府京都市５園・兵庫県丹波市１園）から、本年度巣立つ児童（21名）へ
わかさ生活からの卒業記念品をお届けしました♪

自分の「気持ち」をコトバにすると、自分のそばに寄りそう強い「味方」になります。
これまでのように直接会うことはなかなかできませんが、これからもコトバでつながっていくことはできると
信じ、新しく始まる生活が、充実した毎日になることを心から願い、角谷建耀知財団とわかさ生活は、
彼らにそっと寄り添いこれからも応援し続けます♬

https://wakawakamagazine.wakasa.jp/2022/03/01/supplement20220301/

臆病な自分だって変わることはできる！

日々を過ごしていると、色々なことが起こり、ついつい臆病
になります。

そんなあなたの心を豊かにするコトバを届けるコトバサプ
リもお届けしました。



2022.12.22
児童養護施設の子ども達に、
今年もクリスマスプレゼントをお届けしました！

角谷建耀知財団とわかさ生活は、12月22日、クリスマスを前に、京都市内と丹波市内にある6つの児
童養護施設の子ども達に、協同でクリスマスプレゼントをお届けしました。

＜お届けした品物＞
•パソコン講習会で作ったXmasカード
•フィンランドのサンタクロース村のサンタさんからの特別メッセージDVD
•図書カード
•ブルブルくんマスコット
•お菓子のセット

2022.12.3

児童養護施設の子どもたちへオンライン講座を実施

コロナ禍により対面での交流が難しくなりましたが、
オンラインでの授業など、「オンラインでの交流」に子どもたちも少し慣れてきたこともあり、
オンライン講座での交流機会を再開しました。

今回は、「パソコンでクリスマスカードを作ろう」と題し、PowerPointの使い方を学びながら、
参加した小学生～高校生までが思い思いのクリスマスカードを仕上げてくれました。
「できた！」という声が聞こえたり、熱中しすぎて返事もできなかったり、応用機能についての
質問が出たりと、楽しく学び・実践する1時間となりました。

独学でも何とかなりそうなパソコンの操作ですが、専門スキルがある方から教わることで操作
スキルは格段に上がります。
「できる」「できた」から「もっとやりたい」という気持ちはこれからの学びにおいても役立つ
ことだろうと思います。



子どもたちは、サンタさん大きな姿、ながーいお髭を見てビックリ！
図書カードではほしかった本を買いに行く新しい楽しみが増えました♪
ブルブルくんマスコットも子どもたには大人気で、子どもたちを笑顔にしてくれました。

※図書カードは、わかさ生活の「一縁のeye基金」
https://www.blueberryribbon.jp/ichienからプレゼントされました。
 

以上



《次年度事業予定》 期間：2023年1月1日～12月31日

2023年は、児童養護施設の児童達の自立支援に注力した取り組みを行ってまいります。

《今年度役員》

設 立 者  ： 角谷 建耀知

 ： 株式会社 わかさ生活

相談役（理事）： 栄 芳郎

代 表 理 事  ： 鍬田 茉南未

理 事  ： 荻野 祥世

 ： 松浪 宏二

： 角谷 元斗煌

監 事  ： 大石 真也

評  議   員 ： 角谷 建耀知

 ： 玉越 久義

 ： 山元 晴美
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